
やさしい地質学⑦

生物

は進化する(2)

地球の古代が革命ぽよって最後をとげ新しい時代を

迎えたことぽついてはすでぽお請じ豪した(第工⑪9号)目

すなわち古生代がバリス吻ン造山運動はって終わり

をつげ中生代へ移行していったことを由

生物の世界｡それも三葉虫やフズリナ･四射珊瑚

類が滅び去って中生代こそハチュウ類が陸海空ぽ一植

の繁栄を戦いとりそれ凄で生活の揚をおさえていた両

棲類一族に顔色なからしめ漢した(第5欄),一方海

の動物の代表としてアンそナイト(菊肩類)カミ酋生代

デボンの海に生まれて以来この中生代に大発展をとげ

中生代の終了とともに消え去りました(第59図).

では少し詳しく生物たちの移り変わりなどを述べま

しょう.中生代が古い方からいって

1)三畳紀

2)ジュラ紀

3)白亜紀

の3つにわけられていることはもうご存如ですね(鶏

110号).中生代の夜明けをつげた三鐸紀には砂漠の

よう在乾鐸した気候が支配的になり談した水中ほし

か生めないブヨブヨの卵は頼って子孫を残そうとした両

棲類にとってはこの気候はきびしく水辺に遣われる

始末でしたのに原始ハチ払ウ類から発展した竜鴛ドン

ト類(第60図)一これこそ有名な恐竜たちの撞光一一は堅

い丈夫荏殻につつまれた卵(織咽のような)を陸上に生

み(第62図)しかも親たちは文夫匁皮膚や鱗抵とをも

って身を包みきびしい条件の陸上でも発展できる能力

を備えました.だからこのセコドントはこの紀の

末には体長10mにも放ったくらいです.きびしい気候

や食物などの条件にうちかつために歴代が努力して武

装を備え条件をのりきったセコドントとあくまでも水

辺に固執した両棲類一族とが同Pように発展するわけ

カミありませんでした.そのころの日本には稲井竜の

一族(第63図)が住むようにたりこれカミ目本産ノ･チュウ

類の最古のもののようです.セコドントの生きだと同

じ時代に姿をみせていた獣型類(第58図)は原始哺乳類

の祖先としての役割りを果たしたものとして有名です.

蜂球政男

大な時期を迎えたアンそナイト､イカと同じよう匁矢

石類ポチャンと王0本の屍をもって暮していました(第

鑓園).二枚貝も多くなり世界の海ぼ広カ童りましたが

同族の繁栄期間秘割合㌻㌔に短かいの終世界的に分;術し

ていた種類か少なくないので地質学者はそのよう柾種

族を地層対比の標準紀しています｡資本でも花とえ

ば三角貝類の薫ネドリゴ蔦ア(第6欄)をよい標準化看と

して危い喰つに誇えてい蜜す曲

藩標準化石(亘紬鍬董㈱的)㎞定期間の物質時代に特有に

起こる化石の種塞たは属をそれらの標準化肩という

海底の散歩を試みましょう(第64図).この海は今

の高知県佐川盆地の三畳紀末の姿です.種類も数も最

陸上植物の世界は動物の棋界よりも早目に中生代型

とよばれる発達を示しています吉これをとくに申構代

といい裸子植物の時代とよぱれてい蜜す､松柏類1

イチ嚢ウ類1ソテツ類やシダ類か多くなっていますか

が陸は水辺に恐竜などがのして書蜜した､ジ黒ラ紀

は入ったのです.恐竜一族中の巨人の離れ雷竜

(厳㈱亡鰯鮒蝸)は体長18㎜ジフ源ドカス(C至p1椀㏄鵬)

は30㎜で遂⑪トンから50トンもあり葉した,ブラギオゾ

ウラス(Br拙1osaurus)中の大きいものは全長23m

背高工2㎜､もしビル街ば窺われたら堪階の窓でも

らくにのぞかれることでしょう.

一方小型でも肉食の猛獣が暴れていました.鋭い

歯3本指の後昆で立も草食の恐竜の仲間さえ襲った

ア回ゾウラスヒ第68図)やセヲトサウノレス(Ceratosaurus).

外敵に備えて完全軍装の剣竜(第6咽)の姿も無気味で

す自恐竜一族でさ克ζのよう熔多くの部族にわかれ

ノ･チ楓ウ類の銭金時代こそ塞ぎにζのジ皿ラ紀でし

た.資本でも四国や北上の当時の海には魚竜カミノ･

チュウ類の代表格で生活していたのは確かです(第7C図).

ジュラ紀の世界で忘れられ狙いのは鳥の出現(第71

図)と哺乳類の出現(第72図)がはっきりしていることで

す.鳥の祖先の祖先がノ･チュウ類だとは面白いことで�
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第58図中世代の古生物系統図

(図説地球の歴史)

←

第59図アンそナイト類

上復元園SCHINDEWOLF1958による

下立セラチテスC倣励加s(三1畳紀中

期),表面の殻がとけさり縫合線カ重みられる

下有1縫合､線のいろいろ

1.単縄型2.セラタイト型

3.アンモナイト型

(図説地球の歴史)

第60図セコドント

トカゲ状で身長1㎜大この図はセコ1〉

ト類(槽歯冒)の1種サルトボサカス(8α1一

圭0ヵ08伽肋S)である背面には頸から尾

端にいたるまでこうらがある(鹿間時夫ほか

6氏:古生物学下巻)
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第61図ノ､チュウ類(プロトセラトブスρ卿切6"切｡伽σ〃榊洲5)の卵の化石

櫛獲

κ

確

芋條

蓋一

鶴62図同じく発掘現場(図説地獄の歴史)

第6鰯

羅鈴鑓

学名泌幼碗鋤肋繍縦総参勤卿磁ε燃YA澄箆&SHIKAMA

鰭竜肩藻手篭蒐賢化街猟犬部分の胴が保存されたもの宮城県

桃生郡柳津町石裟の剣賦色精擬岩層より発見された同本最古のバチユ

ウ類腹肋骨め発達が昌立ち尾ば短かい水の中でも隼活できた

(圏説苗地球の歴史)

箪64図中生代の海底

1.バラトラキセラス(ρα7α〃α一

助〃畝伽)軟体動物頭足類アン

モナイト径4cm内外

婁.ジュｰドリメア(ρ鮒"0カｰ

搬鋤刎¢"伽刎〃KOB.etiCHI-

IK.)軟体動物斧足類二枚貝

ミノガイに似ていてみごとな触手を

もつ底棲であるがときに跳躍す

る大きさ4cm内外

3､トサペクチン(ZoSσ肋α伽)

2､と同じように跳躍するホタテガイ

の仲間犬きさ4～6cm

4.オクシトマ(0〃宕ω郷〃肋一

〃KOB.etICHI工K.)足糸をだ

して海底の礫などに付窟していた二

救貝犬きさ6～8c㎜

嚢｡ミ.ネザンカクガイ(朋肋彦肋一

go〃わ)水管の発達が匁く砂地

に殻をなかばうずめてすむ大きさ

3Cm内外

6.ネオスキゾドス(1､πωs〃弓｡-

4鮒)5.の先祖型で泥螂こすむ

大湊さ1.5～2cm

夜光虫(1､わε〃蜘")原生動物

波などの衝げきで金色に発光する

大きさ1mmそのほか節足動物甲

殻類のウミホタノレ(Cツ吹"伽α)も

同じように発光する大きさ3mm

以上の景観は三夏紀後期における高

蜘県佐川盆地の海底である

(図説地球の歴史)�
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すね､海底に始まった物質の進化による生命の産声

(第112号)を聞いてから幾星霜1今や陸へ空へと生命

はその営みの場を広げ種類も数もぐんと多くなりまし

たが移りゆくきびしい環境自然の猛威に抵抗し自

らを変え一族互いに子孫へと力を蓄積した生物たちの

長い長い苦闘こそこのジュラ紀の生物界をもたらした

といえましょう.海に始まった生命が海という局限

された社会の中でも発展してゆきました.アンモナ

イトや三角貝うにやサンゴ底どです.この海辺にた

たずめぱ第73図のような眺めに接したことでしょう.

肩をよせ合って生きているとでもいえそうなサンゴやう

に二枚貝たちのささやかな営み.全盛を誇るアンモ

ナイトにしても局限された世界にとどまるものの弱さ

を感じませんか.

と生のコｰスをたどりやがて特殊化しすぎて招いたの

が滅亡と死のコｰスだったということです.おごれる

平家の哀れ暴逆ナチズムの待の敗亡を思わせますね.

お話しを急ぎましょう.中生代の生物の話をハチュウ

類中心にしていよいよ私たちの遠い親類とでもいえ

る哺乳類の時代新生代へ目を移しましょう.

新生代は次の系譜をもっています(第1エ0号).

ω箒㌣㌻!灘

(て､鴛黒､)/箒碧墓肌:lB

陸上の植物は裸子植物が主流を放しわずかに被子

植物へと進化する初めの段階にありました.さて気

候カミ低温化の僚向を示しながら中生代最後の紀白亜

紀に入りました.この紀の終了こそ全盛を誇ったハ

チュウ類そしてアンモナイト類のとむらいの鐘と狂っ

たと同時により私どもに近い高等な瞭乳類の急に栄え

く時代新生代へ進むことあ放ったのです由この自璽

紀における動物界の大事件ぽ先立って植物界に被子植

物たる柳ポプラ木蓮楠月桂樹楓イチジク

などが白亜紀前串より数を増しつつ出現し後半ばは

現代紀近い植物景観を作り塞した串新しい糖物の大盤

の出場はきっと動物だちの生活を衰え密せるカをもっ

ていたでしょうにどうでありたかは裏淀詳しく判っ

てい塞せん｡ハチ風ウ類はだん花んあ小型に匁りツ

ノ竜勲発電鳥篭そして㌫ツ斌ン竜などが有名です苗

だから形態はますます多様に扱ったわけです由花が

彼らの一族が滅びて行ったのはなぜでしょう.第74図

をみて下さい.海岸の泥に足をとられ必死に勅茄げ

ども身動き柱らずむたしくサハジンの海辺紀倒れた皿

ツポン竜の最後の姿を描いでい護す｡これは至りの特

殊な例でしょう.それとも多くの恐竜たもはdの

紀になって確立しきびしくなった昭季の変化年耐克ら

れず次々と冬の野に屍をさらしたのでし次うか､今

のところお話できるのは環境紀適麻し傷た一族は繁栄

新生代の大革命であるアノレプス造山運動については

すでにお話ししました(第110号).もう1つの革命で

ある人間の出現は次回にして古第三紀のトップ記事

哺乳類大家族の発展について述べましょう.哺乳類の

原型は中生代三畳紀にそして哺乳類はその後のジュラ

ではアノプロテリウム(Anopl･the･ium)象の祖先メリ

テリウム(激脳の系譜)山海ばは鯨の祖先ゼンダロトン

(擁鵬賊叩)抵とその例です由

霊長類をみ漢しふう｡すべて小型でレムｰノレ漸

新世に扱って類人猿や人類につながるドリオピテクス

(靭禰)秘現

われてい護す､

私花ち人類の

�

��

さや円錐榔前中

��

��

第65図矢石(ベレムナイト)類の後元図腹面(上)

と側面(下)(図説･地球の歴史)

第66図倣伽肋9㈱"肋勿

ツ側㎜'

���午�����

(図説･地球の歴史)

第6悩ハウスマン黒ア(肋棚鰯燃切(ヤブレ

カサウ多嫌シ科のシダ殖物化局)窒糞で堆

襲が保存されている(図説･地球の歴史)�
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第'68図一A

第68図一8

第6鰯

鶴6綱

A･蟻ア瞬ゾウラス(減～伽脇鰯^鰯)

北アメlj劣卑藻γソリ爽のジ狐列菱螂の飽鰯か

島樗恕化孫によるお金纂§鰍繊眼綴翼長鱈

側賑繊吠蜜く勿働河動獺潮こ強爽匁･餓

胸が銚■}怒ぷポ誉論義

今

剣滝蕾)篠禿灘(s紬慶燃焼欝新総)

遂醐鋼肴徽怒が婁纏⑳も剛砧幕く鐘蹄触･

めで斌鍵湯瀦遼し爽醐雌嚢泌て小惑く

犠瞳よ夢心慈い葡脚鮎携緩繍嚢慧～蓬

携鴛刺こ1嚢皮麟か島発滋しだ智の撮や鱒湯嶋

義金銭裏～蔓燃

令

婁鶏70図魚竜(北"伽0S吻榊S)

イルカに似た形1コが突き尚して多くの鋭い歯が

ある首はないに等しい120～150個の背権

のうち100個は尾権その尾椎が途中で一端折

叙淀ふう紀なっている四肢の骨は考嚢期のもの

1嚢婆簸かくが)襟で鰍濠机･蛤整で胎蝿

の入鷲花蜜畿の舵須も彰畿

第71図A始祖鳥の化石

｢坂本岐雄:生命の歴史｣p.226

図㎜20

第71図途飴植鳥の復元図(λ叱加ω伽倣μ)

化石はドイツのババリヤ州の石灰眉層から得られたこれはあまりにも有名であ

るもし骨のまわりに羽毛の印象が保存されていなかったらハチユウ類と間違え

艦雛瓢肱屋の灘寂確言葉鰯駿麗で実事ユウ麗署

影を残しているところ飛ぶ力は弱くはばたくことはなかったらしい肉負性�
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産声の準備にとりかかった時これカ童古鶏三紀といえる

でしぷう世練乳類以外の動物の植界では小型有孔虫

には遠歩が少汰く大型有孔虫の鴛幣宥(猟㈱鰍泌滋始

1新棋)やレビトシクリナ(L餐夢滅窪登yc王星滋慧漸新棋)匁ちか

標準化荷として注員されてい蜜す若造礁性サンゴの類

バラノフィリア(闘搬報酬晦)なども昆廣一族も現

代的となり巻興も二枚貝も一種豊富は削)凄した岳

ホタテをかトリガイなど今と変わり扱いくらいです吉

植物の世界ではアラス吻やシベリヤ校どぽ杉ポプ

ラ緯鈴懸などが森林を作ったのは古篤三紀のはじ

め頃からです.同じ頃に暖かい地方ははヤシの仲間

が生魚てい裏した,ですからその頃から寒帯や亜熱

帯匁どぽわかれていたのです｡蟹本の北海遣にはシ

ベリヤ的な植物とイチジクなどが生えていました(ただ

し宵第三紀末には一層シベけ胸に変壽乃た)由本州の方

はすでにその頃から北海遣より暖かくその気候ぽふ窓

わしい植物が生えてい凄した(やがて変わる)｡

きて急ぎ塞したか篤7綱をみて下さい血合第三

紀の沼をめぐる姑勅です｡現代でもどこかの團でみ

られそう匁風景です淋少しづつ濠ってい妻す｡これ

が山口県の字部炭閏や北九州の炭田地帯のありし員の姿

匁のですから繭白いではあり凄せんか｡

次章は新第三紀から人間の生活妻でをお詰むしまし

よう｡

ζ欝驚は鉱廉部)

第7脳ジ孤多舵従順縞臓敷鰯

参緊ナ臓ドン･(ひ粥鮒滋餓)(薮畿

菌類に属するXSIMPSONによる)

｢図説･地球の歴史｣

食

篤?鰯ジ楓茅親の賛ンゴ嬢

エ｡六翰サンゴ(鐙撚)腔鰐動物労ン浅魚凝

蟄｡抑(塊状)材押

壌､紺(樹枝状)〃〃

遥､〃(嫁状)〃〃

蓄.纏燈貝(予いブ祭チ軌ラ剛率閥)

§.労鴛(シダリ渓剛中間)

㌢､差鏑貫

薯.床板サンゴ腔腸勤物サンゴ奥類

§.鰯孔童(蔦ト樽蝉ぷト繋)(欄樹:栗)却艦代

の腔腸動物

蜘｡鰯槻蟄(剛･樽蝉消ト学)(羅擬状)

滅,彩阪譲紅藻類

エ慧､〃緑藻類

(鰯緑地磁の騰奥)

終

第㌢鰯黒ツ孫ン議

学嶺:猟助蔓郷燃鮒燃遺碗鍬麦徽鰯蜘灼真GAQ

分類:ハ繁胤咳鰯鳥鰯則こぞくず蕃恐畿類

螢態:軍資親水栓で後脚をも鶯で緯行滋逆竃

(ト貸コドン秒燃肋遂醐一北γメ蔓勿1こ産

ず巻体長工㈱…ζ勅ぷぴ溜棚地瀞こす籔狐ヅ

嬢ン勘ま小型の鰯滋惟吻繁竃である)に近縁

漱疑約3,腕

蹴松寧帖代自重紀

薩地:1帥:本領商構汰鐙臓灘j1吐嫌鑓

アン受ヤぞけとも1こ骨格勇鴻撫され地鰯

の壌繊状況がら滋緯剛鰍こ屋をとら扱で耽

んチ簑肋掬ら枇仙喝搬3制蝸発蒐

標奉:耽海遠大学難学部地質学鉱物学教室所蔵

(図説地球の歴史)�
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第76図

象の系譜｢マンモス象とその仲間｣から

ヨｰロッパ古第三紀の陸戦

1.ρα1〃06房｡α洲(イノシシ)2.ρ眺α刎｡秘〃"伽

(カワウソ)3."舳"ω伽5(原有蹄類)4.肋舳一

｡o〃〃初榊(原始罵･小型･ヒラゴテリュウム)5.'ん例一

力〃｡ツ｡勿(クマ)6.λ伽〃αω肋由加物(カバの祖先･偶

蹄類)7.ル0μo肋3〃刎棚(ある種の偶蹄類)8.ρ〃｡一

〃αε伽(ある種の原始的肉食獣)9.1二0ヵ〃｡∂0粥(古型

のバク)･10｡ム'伽伽∂〃sま3閉口"3伽榊(鬼パク)11.

刃助〃｡犯(ラクダに似たある種の偶蹄類)12.∬〃3･

舳3o勿(ある種の原始的肉食獣)13.0oη〃〃｡刎(有

蹄菱貢)14｡ρ701αカ`7刎8(ノミク)15.カブ｡乃σ`oψ彦"･oカ1浴

(コウモリ)16.■伽加5(擬猿類･原始的猿)17.小2一

関肋砺プ吻閉(サイ)18.月刎力"かαg"洲(シカ)19.

亙刎〃〃｡脆(有錦類)20.ρα1雌｡淋"伽伽(古い馬･

バレオテリウム)(図説･地球の歴史)

第77図｢トリコピテクス｣η0κ曲0μ'ま伽C郷

チンパンジｰや人間の祖先につなカ盲るといわれているヨｰ回ツ

バやアフリカなどで発見された化石によると犬歯が強大で門歯は

貧弱半直立歩行ができ尾は鮎'最後位前臼歯のタロンが消

えているのは人間に近くほかの猿とは異なる

令鶴?8図｢古繁三紀の沼｣

豆､艇篤サｰイ(幽概鰯幽瀦猟鋤α伽1あ例.TOKU一

災森GA)鰯乳類箭鰯類観水性山口県宇部炭

蘭産

婁古沢ツ浅ン(汲麦㈱拶泌鮒撚麦$CHITANI)八手

ユ労鰯吻メ類1山列爆寧翻康艇産

§.泳浄ハシ嚢リ秒(ム燃紗粥加重｡加ωKRYSH一

㌻破帆デ重｡嚴)シダ植物

遂.ハ猟(挑ま奪㈱鋤が助㈱榊ENDO)双子葉植

物

§.イ予習ウ(6文筆熔鋤簑破棚窒主｡主3船(UNG庖R)

鵬WA災泌)裸子植物

竈.ふソフイ幻再(滋燃幼房〃滋榊ω刎〃む"肋榊

泌sQU夏鼠獲り災)娘子葉糠物バショウやバナナ

剛弓欄

7.どカタシダ(郷僚松鰍～重㈱)シデ植物1ララボシの

/㈱賢

護'希パリ閉乎黒(ぶ僚細搬猟書葦ψ畑刎`㈱(KRY一

搬T0賞｡wc狡)澄猟｡o)蝋亨･葉植物ビロウに

遜緩櫨夢)ヤシの紳閥

婁､ブ1仰(篶伽)一綴子葉植物

以上は酋鶏三家脈淑サ馴五田県の宇部炭田から北九

チ≡仰搬馴鋤帯茨)､緩鰯で私る｢図説･地球の歴史｣�




